平成26年３月10日　基盤整備委員会了承

平成26年10月14日　基盤整備委員会了承

令和 2年 9月 7日　基盤整備委員会了承
令和 3年12月15日　基盤整備委員会了承
令和 5年 3月 9日　基盤整備委員会了承
令和 6年10月21日　基盤整備委員会了承
「研究業績調書」等の記載要領
Ⅰ．「研究業績」については、別紙様式１の様式で記入する。発表年月は、西暦で表記し、現在から過去にさかのぼって、各区分重要度の高いもの30件を上限としてリストアップし、公表年次順に記載する（ワープロ原稿を原則とする）。
　共著については、備考欄に主な共著者名と共著者の人数を記載する。
「発行所又は発表機関名」だけではその性格が明確でないと思われるものについては備考欄に注釈を記入する（記載にあたっては別紙様式１を参照のこと）。
業績内容は、次の１、２、３、４、５、６、７に分け、公表予定の業績については、学術著書については初校が終了しているもの、原著論文については受理されているものは含め、投稿中・査読中のものは除く。
１：学術著書（共著の場合は、原則として、編者、または背表紙に著者として氏名が記載されているものについては学術著書として扱い、分担執筆と判断される学術著書の各編は、レフェリー付き原著論文として扱う。）
２：学術論文（学会誌、学術雑誌等、原則として掲載のための審査を経たもの）

修士論文、博士論文はこのカテゴリーに含む。
３：学術論文（大学紀要、学会等における発表要旨（掲載のための審査を経たもの、「審査あり」と明記），市販雑誌等）
４：実務・教育実践論文（学校における実績報告書、研究紀要、大会要項等に関する執筆や編集）

５：実技（国際的、全国的レベルの演奏会、展覧会、競技会等での発表又は参加及びその成果）
６：実技（演奏会、展覧会、発表会、競技会等での発表又は参加及びその成果）
７：その他（事典等の項目執筆、教科書・テキスト、調査報告書、訳書、解説・紹介等、学会・シンポジウム等における基調講演、学会等における発表（口頭・ポスター）、教育研修会における講演や指導・助言等）
Ⅱ．「学会活動、社会的活動及び学内運営における活動」は、別紙様式２の様式で記入する。活動期間は、西暦で表記する。
Ⅲ．「実務経験・教育実践の概要」については、別紙様式３の様式で記入する。経験等年月日は、西暦で表記する。
Ⅳ．「外部資金獲得状況」については、別紙様式４の様式で記入する。研究費を受けた期間は、西暦で表記する。

（備考）
（１）修士論文・博士論文は、タイトル・内容においてその全部又は一部が他の学術論文と重複していても、独立にレフェリー付き学術論文として扱う。

（２）「研究業績調書」に記載した学術著書又は学術論文等については、区分番号１、２、３、５及び６に該当するものの実物又は複写（鮮明なもの）を提出する。その際、提出物にⅠの区分番号１、２、３、５または６と区分内の「調書」記載の順番を表紙右肩に記入する。　（例　２－１０）
（３）この記載要領は、新規採用者にも準用する。その際、「学会活動、社会的活動及び学内運営における活動」は「学会活動及び社会的活動」とする。
（４）採用及び昇任の審査をすでに受けた業績については、現物を提出する必要はない。ただし、令和２年４月１日から令和４年３月３１日に採用になった者が初めての昇任審査を受ける際は、（２）の現物の提出を要する。

別紙様式２（新規採用者用）
　　
学会活動及び社会的活動（記載例）

氏名（　○　○　○　○　）
	
	機　関　及　び　職　名
	期　間
	備　考

	学会活動，社会的活動
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別紙様式２（新規採用者用）

　　
学会活動及び社会的活動

氏名（　　　　　　　）
	
	機　関　及　び　職　名
	期　間
	備　考

	学会活動，社会的活動
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	


